
月
が
外
れ
た
こ
と
で
、
令
和
元
年

10
月
の
よ
う
な
台
風
に
注
意
が
必

要
」
と
占
わ
れ
ま
し
た
。
な
お
、

同
じ
く
箟
峯
寺
で
正
月
に
行
わ
れ

た
作
柄
の
占
い
で
は
、
全
般
的
に

「
良
」
と
出
て
い
ま
す
。

　

的
の
中
心
付
近
を
射
抜
い
た
こ

と
で
、
お
稚
児
さ
ん
の
２
人
は
、

緊
張
が
解
け
、
得
意
満
面
な
笑
み

を
浮
か
べ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
白
山
祭
は
涌
谷
町
だ
け
で

は
な
く
、「
世
界
農
業
遺
産
」
に

も
認
定
さ
れ
た
「
大
崎
耕
土
」
を

有
す
る
大
崎
地
方
に
と
っ
て
重
要

な
意
味
を
持
つ
行
事
で
す
。
箟
峯

寺
に
設
置
さ
れ
る
予
定
の
案
内
板

で
は
、
白
山
祭
の
様
子
を
動
画
で

伝
え
る
よ
う
、
整
備
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

温
か
く
や
さ
し
い
お
も
て
な
し

　

箟
峯
寺
観
音
堂
で
は
、
産
仮
小

屋
の
皆
さ
ん
が
、
白
山
祭
に
訪
れ

る
人
々
に
、
焼
き
豆
腐
と
ご
ぼ
う

を
串
に
刺
し
た
「
オ
サ
シ
グ
シ
」

と
竹
で
手
作
り
し
た
酒
器
で
御
神

酒
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
宿
坊
ご
と
に
婦
人
の
皆

さ
ん
が
、
滋
味
あ
ふ
れ
る
精
進
料

理
で
、
厳
寒
の
中
訪
れ
る
信
徒
を

温
か
く
お
迎
え
し
て
い
ま
し
た
。

《写真解説》
①お稚児さんが放った矢はまっすぐにど真ん中を射抜
いた②お守り方に背負われ一段一段白山堂へ向かう③
かつてお稚児さんだった子どもたちもお次

し と ぎ あ
米上げ役を

務めて白山祭に参加④中心部に矢を的中させるという
大役を果たして安堵の表情を浮かべるお稚児さん⑤白
山祭の時にしか食べることができない、煮たゴボウと
焼き豆腐を串刺しにしたオサシグシ⑥また訪れたくな
る温かい精進料理のおもてなし

④

⑤

⑥
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金のいぶきの一大生産地を目指して
(株)おいかわが優良生産者に認定
　1月29日(水)に、東京都のFANCL銀座スクエアで「金
のいぶき優良生産者認定授与式」が行われ、(株)おい
かわが(一社)高機能玄米協会から優良生産者に認定さ
れました。
　金のいぶきの4年間の生産実績に基づき、JA新みや
ぎからの推薦を受け認定されたものです。「全国で金
のいぶきの需要が高い。安定生産を確立して、多くの
生産者が作付けできるようにしたい」と、(株)おいか
わの及川達也さんは今後に向けた抱負を語りました。

昨年よりもスケールアップ
佐藤園芸でひな飾りを展示中
　2月8日(土)から3月10日(火)までの約1ヵ月間、涌
谷町字市道川前で菊を栽培する佐藤園芸さんの自宅で、
ひな飾りの展示会が行われています。
　昨年同じ展示会を訪れた人や取り組みを知った人が
所有する着物やひな飾り、つるしびななどが佐藤さん
のところに集まり、昨年以上にスケールアップした展
示となっています。目にも鮮やかなものや和服をリ
フォームしたシックなものまで、さまざまな展示を楽
しめます。

満百歳おめでとうございます
渡邊すへこさんに祝詞を贈呈
　1月6日(月)に、猪岡区の渡邊すへこ様が、百歳の誕
生日を迎えられました。
　町ではご自宅に訪問し､ お祝いの言葉をお贈りする
とともに、敬老祝い金を贈呈しました。
　10人兄弟の渡邊さん。健康のひけつは早寝早起きと
話します。自家製の梅干しを毎日食べ、日々の散歩を
欠かしません。どうぞこれからもお体に十分気をつけ
て、ますます長寿でありますようお祈りしています。

JR涌谷駅前に整備されるゲストハウスを推進
下田貴子さんが地域おこし協力隊に着任
　2月1日(土)から、涌谷町地域おこし協力隊として下
田貴子さんが着任されました。
　下田さんはもともと仙台市に在住しており、下田さ
んの旦那さんが現隊員の湯浅輝樹隊員と女川町で知り
合い、縁あって涌谷町へ移住し地域おこし協力隊に着
任しました。
　今後は、(一社)涌谷まちづくり推進機構が整備して
いる、4月開業予定のゲストハウス「あんだあも」の
運営と観光イベントの企画運営などを行ってまいりま
す。

広 報 わ く や 令和2年3月1日発行 ― 10 ―



城山の金さんの徒然日誌

楽しく英会話を学んでみぬか？
　毎月第1・3土曜日の午前中、涌谷公民館で、涌谷町
国際化協会の雫石光由氏と元小学校教諭の菅原葉子氏
を講師として、初心者向けの英会話教室が開かれたお
る。現在、成人コースにはシニア世代を中心に大学生
が、また、中学生コースには英語を使った職業に就き
たいという生徒さんが参加しておる。イギリスに在住
していた雫石氏による会話中心の楽しい教室じゃ。参
加したいという場合は、涌谷町役場企画財政課(☎43-
2112)にお問い合わせくだされ。

日本遺産「みちのくＧＯＬＤ浪漫」を知る
陸前高田市・多賀城市でシンポジウム
　「日本遺産『みちのくＧＯＬＤ浪漫』を知る」をテー
マに、全4回にわたって日本遺産構成市町と多賀城市
の東北歴史博物館を会場にシンポジウムを開催しまし
た。
　2月1日(土)に陸前高田市の道の駅高田松原では、座
席数40席のところ約80人が来場。「みちのくＧＯＬＤ
浪漫」の概要紹介の他、先祖が陸前高田市地域の金山
開発に大きく影響を与えた陸前高田市立博物館館長の
松坂泰守氏と南三陸町ネイチャーセンター友の会会長
の鈴木卓也氏、三陸ジオパーク気仙沼推進協議会運営
委員会委員長の豊田康裕氏から金山開発の歴史や自然
保護、地質などさまざまな切り口で、みちのくの金に
まつわる講演がなされました。
　同じく金山開発が盛んだった大船渡市や住田町から
も来場があり、「みちのくＧＯＬＤ浪漫」による地域
振興への関心が高まりました。
　2月16日(日)には、東北歴史博物館で開催され、日
本遺産審査委員を務める東洋大学大学院国際観光学部
客員教授の丁野朗氏を講師に、「日本遺産のこれから
と可能性」という演題で講演されました。各地の取組
事例とともに文化財は保存だけではなく活用すべきも
のと、今後の「みちのくＧＯＬＤ浪漫」への提言とも
なる講演内容に、来場者は聞き入っていました。

子育て支援サークル・おひさまスマイル活動報告

バレンタインチョコケーキ作り
　2月10日(月)に、町民医療福祉センターで『バレンタイン
チョコケーキ作り』を開催しました。
　みやぎ食育コーディネーターの千石めぐみさん監修の米粉の
スチームチョコレートケーキを作り、ラッピングしてお土産に
しました。
　調理室は蒸気で暖かく チョコの良い香りが漂い幸せな気分
で作ることができ、蒸している間のティータイムもお喋りを楽
しみました。
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転出される皆さまへ
転出される際の届け出をお忘れなく
春は就職や転勤、進学などでお住まいを異動する人が多い季節です。
転出する際に必要な手続きをお知らせします。各種届出をお忘れなく。

転出届出をするほか、下記の手続きが必要です。該当する手続きは、お忘れなく。

転出届（涌谷町での手続き） 転入届（新しい住所地での手続き）

新しい住所が決まり次第、転出届出をしてください。
転出証明書を発行します。
【必要なもの】
①印鑑②本人確認書類（運転免許証、個人番号カー
ドなど）

新しい住まいに住み始めた日から、14日以内に新し
い住所地の市区町村窓口で転入届出をしてください。

項目 涌谷町での手続き
印鑑登録 転出予定日に廃止されます。印鑑登録証（カード）をお返しください。
通知カード・個人番号カード 手続きはありません。新しい住所地で手続きがあります。
住民基本台帳カード 手続きはありません。新しい住所地で手続きがあります。

国民健康保険 転出日に資格はなくなります。保険証・高齢受給者証などはお返しください。
保険料の過不足は後日連絡します。

国民年金 手続きはありません。海外へ転出の場合で、任意加入をする人は、町民生活班
で手続きがあります。

後期高齢者医療 保険証などをお返しください。県外へ転出の場合は、健康課国保介護班で手続
きがあります。負担区分証明書を取得してください。

介護保険 保険証などをお返しください。要介護認定などを受けている場合は、健康課国
保介護班で手続きがあります。

こども医療 福祉課子育て支援室で返納届の手続き（受給者証・印鑑持参（シャチハタ不可））
があります。新住所地での手続きに必要ですので、税務課税務班で所得証明書
を取得してください。母子父子家庭医療

心身障害者医療
福祉課福祉班で、返納届の手続き（受給者証・印鑑持参（シャチハタ不可））があ
ります。新住所地で手続きが必要ですので、税務課税務班で所得証明書を取得
してください。

児童手当
福祉課子育て支援室で、消滅届の手続き（受給者証・印鑑持参（シャチハタ不
可））があります。新住所地での手続きが必要ですので、税務課税務班で所得証
明書を取得してください。

義務教育の児童・生徒
現在通う学校から、在学証明書と教科書無償給与証明書をお受け取りくださ
い。新住所地の教育委員会で手続きがあります。引き続き当町の学校に就学を
希望する場合は教育委員会教育総務課で手続きがあります。

125ｃｃ以下のバイク
小型特殊

税務課税務班で廃車手続きをしてください。ナンバープレート、標識交付証明
書、印鑑を持参してください。

上下水道 止めたい日の5日前（土日祝日を除く）までに上下水道課で手続きをお願いしま
す。

【転出届出に関する問い合わせ先】町民生活課総合窓口班☎43-2113

広 報 わ く や 令和2年3月1日発行 ― 12 ―



年金の手続きもお忘れなく
年金の加入者は職業などによって3つの種別に分かれており、種別が変
わるときは届出が必要になります。

種別 こんなとき 届出先

第１号被保険者
（自営業者、学生、フリー
ターなど）

就職して、厚生年金や共済組合に加入したとき 勤務先

第２号被保険者である配偶書の扶養に入ったとき 配偶者の勤務先

第２号被保険者
（会社員や公務員など）

退職したとき お住まいの市区町村窓口

退職して第２号被保険者である配偶者の扶養に
入ったとき 配偶者の勤務先

第３号被保険者
（第２号被保険者の配偶者
に扶養されている人）

収入が増えるなどして扶養から外れたとき
お住まいの市区町村窓口

扶養している配偶者が６５歳になったとき

就職して厚生年金や共済組合に加入したとき 勤務先

扶養している配偶者が会社を変わったとき 配偶者の勤務先

【問い合わせ先】町民生活課町民生活班　☎43-2113
　　　　　　　　ねんきんダイヤル　　　☎0570-05-1165

☆３歳以上のお子さんは、いつでもピアノ無料体験できます。
☆レッスンをおやすみしても振替レッスンいたします。

♪佐藤音楽教室　生徒募集

【教室所在地】
涌谷教室 (☎42-3077)
※涌谷第一小学校・福祉センター近く
古川教室 (☎22-1610)
※古川第四小学校近く・ブックオフ隣

ホームページはこちら！ http://satoongakukyousitu.blog.fc2.com/

春は、就職・転職・進学など異動の多い季節です。
なにかとあわただしくなり、届出を忘れがちです。

早めに届出をしましょう。
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善
意
を
あ
り
が
と
う

▼
ふ
る
さ
と
納
税
と
し
て（
1
月
分
）

　
全
国
の
40
人
の
皆
さ
ま

47
万
円

▼
台
風
災
害
支
援
型
ふ
る
さ
と
納

税（
1
月
分
）

　
全
国
の
7
人
の
皆
さ
ま

7
千
円

▼
台
風
19
号
災
害
見
舞
金

　
社
会
福
祉
法
人
涌
谷
み
ぎ
わ
会

涌
谷
保
育
園
保
護
者
・
職
員
一
同

さ
ま　
３
万
7
4
0
円

▼
財
政
再
建
の
一
助
と
し
て

　
田
部
勝
一
さ
ま（
日
向
区
）

　
　
　
　
　
　
　
　
２
万
円 

　
森　
太
秀
さ
ま　
１
万
５
千
円

　
高
橋
孝
子
さ
ま　
１
万
円

　
相
澤
弓
枝
さ
ま　
１
万
円

▼
教
育
行
政
の
一
助
と
し
て

　
鈴
木
正
司
さ
ま（
太
田
区
）

　
天
辰
一
刀
流
元
祖
鈴
木
直
之
進

極
秘
傳
書
一
式

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　
☎
43
ー
2
1
1
1

お
詫
び
と
訂
正

　
広
報
わ
く
や
令
和
２
年
２
月
号

の
21
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
た
生

活
相
談
の
日
程
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、

訂
正
し
ま
す

誤
）２
月
14
日（
金
）

正
）２
月
26
日（
水
）

台
風
19
号
に
伴
う

住
宅
の
応
急
修
理

受
付
終
了
に
つ
い
て

　
住
宅
応
急
処
理
に
つ
い
て
、
受

付
を
終
了
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限　
３
月
11
日（
水
）ま

で
。
た
だ
し
、
３
月
31
日（
火
）ま

で
に
工
事
が
完
了
す
る
も
の
に
限

り
ま
す
。

▼
申
込
場
所　
役
場
建
設
課

▼
対
象　
自
ら
の
経
済
力
で
修
繕

が
で
き
な
い
人
で
、
支
払
い
が
済

ん
で
い
な
い
人

▼
持
参
物　
認
印
、
り
災
証
明

▼
申
込
方
法　
建
設
課
に
備
え
付

け
の
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、
建
設
課
都
市
計
画
班
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
建
設
課
都
市

計
画
班　
☎
43
ー
2
1
2
9

涌
谷
町
奨
学
資
金
貸
与

事
業
の
新
規
申
請
受
付
を

終
了
し
ま
す

　
国
の
高
等
教
育
就
学
支
援
制
度

の
拡
充
に
よ
り
、
涌
谷
町
で
は
毎

年
無
利
子
で
奨
学
資
金
を
貸
与
す

る
事
業
の
新
規
申
請
受
付
を
終
了

し
ま
す
。
令
和
２
年
４
月
か
ら
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
お
よ
び
そ
れ

に
準
ず
る
世
帯
の
学
生
に
対
し
、

授
業
料
等
減
免
制
度
の
創
設
お
よ

び
給
付
型
奨
学
金
支
給
の
拡
充
が

決
定
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
や
手

続
き
方
法
の
詳
細
は
、
独
立
行
政

法
人
日
本
学
生
支
援
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
涌
谷
町
教
育

委
員
会
教
育
総
務
課

☎
43
ー
2
1
4
0

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ
国

民
年
金
保
険
料
学
生
納
付

特
例
制
度
の
ご
案
内

　
国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
な
ら

学
生
で
も
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
学
生
は
所
得
が
少
な

い
た
め
、
本
人
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学
生
納

付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
対
象
は
、
学
校
教
育
法
に
規
定

す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
大
、
高

校
、
高
等
専
門
学
校
、
専
修
学

校
お
よ
び
各
種
学
校（
修
業
年
限

１
年
以
上
の
課
程
）に
在
学
す
る

学
生
な
ど
。
本
人
の
前
年
所
得
が
、

次
の
計
算
式
で
計
算
し
た
金
額
以

下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

《
制
度
対
象
判
定
の
計
算
式
》

〈
所
得
の
め
や
す
〉
1
1
8
万
円

＋（
扶
養
親
族
等
の
数
×
38
万
円
）

　
特
例
の
承
認
期
間
は
、
４
月
か

ら
翌
年
３
月
ま
で
で
す
。

【
申
請
方
法
】

　
初
め
て
学
生
納
付
特
例
を
申
請

す
る
人
は
、
在
学
証
明
書
の
原
本

か
学
生
証
の
写
し
を
持
参
し
、
役

場
町
民
生
活
班
か
年
金
事
務
所
で

手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
31
年
度
に
保
険
料
納
付
を

猶
予
さ
れ
て
い
て
、
令
和
２
年
度

も
引
き
続
き
在
学
予
定
の
人
に
は
、

３
月
末
に
ハ
ガ
キ
形
式
の
学
生
納

付
特
例
申
請
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

同
一
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
人

は
、
こ
の
ハ
ガ
キ
に
必
要
事
項
を

記
入
し
返
送
す
る
こ
と
で
、
令
和

２
年
度
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
こ

の
場
合
、
在
学
証
明
書
の
原
本
ま

た
は
学
生
証
の
写
し
の
添
付
は
不

要
で
す
。

　
ま
た
、
初
め
て
学
生
納
付
特
例

を
申
請
す
る
人
は
、
従
来
ど
お
り

在
学
証
明
書
の
原
本
ま
た
は
学
生

証
の
写
し
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
令
和
２
年
度
は
学
生
納

付
特
例
制
度
を
利
用
せ
ず
、
保
険

料
の
納
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、

納
付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
年

金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

▽
古
川
年
金
事
務
所
国
民
年
金
課

☎
23
ー
1
2
0
0

▽
町
民
生
活
課
町
民
生
活
班

☎
44
ー
2
8
9
8

東
日
本
大
震
災
追
悼
行
事

３
．
11
み
や
ぎ
鎮
魂
の
日

涌
谷
町
献
燈
献
花
所

　
東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
に
な
っ

た
多
く
の
人
々
の
ご
冥
福
を
お
祈

り
す
る
と
と
も
に
、
復
興
を
願
い

献
花
所
を
設
置
し
ま
す
。
当
日
は
、

お
花
を
準
備
し
ま
す
。
香
典
や
供

物
な
ど
は
辞
退
し
ま
す
。

　
ま
た
、
震
災
が
発
生
し
た
14
時

46
分
に
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
サ

イ
レ
ン
の
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。
黙

と
う
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時　
３
月
11
日（
水
）

　
　
　
　
９
時
～
16
時

▼
場
所　
わ
く
や
葬
祭
会
館
和
光

苑（
涌
谷
町
字
新
町
66-

２
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
総
務
課

☎
43
ー
2
1
1
1
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お知らせ イベント相談 募集

支
援
班　

☎
43
ー
5
1
1
1（
内

線
5
5
4
）

涌
谷
公
民
館
図
書
室
の

会
計
年
度
任
用
職
員
を

募
集

▼
管
理
施
設　
涌
谷
公
民
館
図
書

室▼
業
務
内
容　

図
書
室
管
理
事

務
お
よ
び
清
掃（
図
書
管
理
業
務
、

蔵
書
点
検
業
務
、
清
掃
業
務
）

▼
応
募
条
件　
土
日
祝
日
勤
務
可

能
な
人
、
図
書
の
仕
事
に
興
味
の

あ
る
人
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
人

▼
募
集
人
数　
２
人

▼
勤
務
期
間　
令
和
２
年
４
月
１

日
～
令
和
３
年
３
月
31
日

▼
勤
務
体
系　
シ
フ
ト
制

　
　
　
　
　
　
10
時
～
18
時

▼
応
募
方
法　
生
涯
学
習
課
ま
で

涌
谷
町
指
定
の
履
歴
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
履
歴
書
は
、
涌
谷

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
締
切　
３
月
11
日（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

☎
43
ー
3
0
0
1

関
心
が
あ
る
人
、
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
認
知
症
を
学
べ
、
相
談
で
き

る
カ
フ
ェ
を
開
催
し
ま
す
。

▼
講
話　
「
認
知
症
に
関
す
る
町

の
取
り
組
み
」

▼
講
師　
涌
谷
町
福
祉
課
包
括
支

援
班（
涌
谷
町
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
）

▼
そ
の
他　
別
室
で
個
別
相
談

▼
日
時　
３
月
27
日（
金
）

　
　
　
　
10
時
～
12
時

▼
場
所　
箟
岳
公
民
館

▼
対
象　
認
知
症
が
心
配
な
人
、

そ
の
本
人
、
介
護
し
て
い
る
家
族
、

関
心
が
あ
る
人

▼
参
加
費　
１
人
1
0
0
円
～

▼
事
前
申
込　
不
要

《
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
》

　
カ
フ
ェ
を
お
手
伝
い
い
た
だ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象　
涌
谷
町
在
住
の
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
、「
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
」

リ
ー
ダ
ー（
地
域
で
の
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
「
パ
ワ
ー

ア
ッ
プ
」
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座
の

受
者
）

▼
内
容　
カ
フ
ェ
の
会
場
準
備
・

後
片
付
け
、
お
茶
類
の
提
供
、
カ

フ
ェ
に
来
た
人
と
の
お
話

▼
定
員　
５
人（
先
着
順
）

▼
そ
の
他　
カ
フ
ェ
当
日
の
９
時

か
ら
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
福
祉
課
包
括

▼
問
い
合
わ
せ
先　
遠
田
消
防
署

予
防
係　
☎
43
ー
2
3
5
1

暮
ら
し
と
こ
こ
ろ
の

相
談
会

　
こ
こ
ろ
の
相
談
を
含
め
た
総
合

的
な
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
、
弁
護
士
や
社

会
福
祉
士
、
精
神
保
健
福
祉
士
と

の
個
人
面
談
で
す
。
相
談
に
は
、

事
前
の
電
話
予
約
が
必
要
で
す
。

▼
日
時　
３
月
14
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
28
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
10
時
～
16
時

▼
場
所　
法
テ
ラ
ス
東
松
島

▼
相
談
内
容　
借
金
、離
婚
、い
じ

め
、生
活
困
窮
、パ
ワ
ハ
ラ
な
ど

▼
予
約
受
付　
平
日
９
時
～
17
時

▼
問
い
合
わ
せ
先　
法
テ
ラ
ス
東

松
島　
☎
0
5
0
ー
3
3
8
3
ー

0
0
0
9認

知
症
に
つ
い
て

学
べ
る

認
知
症
カ
フ
ェ
さ
く
ら

　
「
最
近
も
の
忘
れ

が
多
い
」「
認
知
症

の
家
族
の
介
護
が

大
変
」「
認
知
症

の
人
へ
の
接
し
方

が
わ
か
ら
な
い
」

な
ど
悩
ん
で
い
る
、

ガ
ソ
リ
ン
の
購
入
は
携

行
缶
を
使
用
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す

　
令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
ガ
ソ

リ
ン
の
適
正
な
使
用
を
徹
底
す
る

た
め
、
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で
購

入
す
る
際
に
消
防
法
で
①
本
人
確

認（
運
転
免
許
証
の
提
示
な
ど
）②

使
用
目
的
の
確
認
を
行
う
と
と
も

に
販
売
記
録
を
作
成
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先　
遠
田
消
防
署

予
防
係　
☎
43
ー
2
3
5
1

令
和
２
年
春
季
火
災
予

防
運
動
３
月
１
日（
日
）

～
７
日（
土
）

　

住
宅
用
火
災
警

報
器
の
電
池
の
寿

命
は
約
10
年
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
い

ざ
と
い
う
と
き
の
た
め
、
１
ヵ
月

に
１
回
程
度
、
定
期
的
な
作
動
点

検
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。
点
検
を

し
て
も
警
報
音
が
鳴
ら
な
い
場
合

は
、
機
器
を
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、

風
が
強
く
乾
燥
し
て
い
る
た
め
、

野
焼
き
が
思
わ
ぬ
勢
い
で
拡
大
し
、

火
災
に
発
展
す
る
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。
火
気
を
取
り
扱
う
際
は
消

火
の
準
備
と
監
視
の
徹
底
を
お
願

い
し
ま
す
。

国
道
１
０
８
号
石
巻
河
南

道
路
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

石
巻
市
河
南
地
区
の
国
道

１
０
８
号
は
、
道
路
の
幅
が
狭
く

急
カ
ー
ブ
も
多
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
幹
線

道
路
と
し
て
の
機
能
を
強
化
す
る

た
め
、
仙
台
河
川
国
道
事
務
所
で

は
石
巻
河
南
道
路
の
計
画
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
地
域

に
と
っ
て
望
ま
し
い
ル
ー
ト
案
を

検
討
す
る
際
に
、
重
視
す
べ
き
項

目
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
伺
う
も

の
で
す
。
こ
の
機
会
に
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
回
答
方
法　

①
パ
ソ
コ
ン
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
「
石
巻
河

南
道
路
」
と
検

索
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
回
答

く
だ
さ
い
。
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も

回
答
で
き
ま
す
。

②
役
場
建
設
課
に
あ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
用
紙
で
も
回
答
で
き
ま
す
。

▼
回
答
期
限　
３
月
30
日（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
国
土
交
通
省

仙
台
河
川
国
道
事
務
所
調
査
第

二
課　

☎
0
2
2
ー
2
4
8
ー

0
0
4
8
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技
能
18
歳
以
上
で
国
家
免
許
資
格

な
ど
を
有
す
る
者（
資
格
に
よ
る

年
齢
上
限
が
あ
り
ま
す
）

▼
受
付
期
間　
１
月
６
日（
月
）

　
　
　
　
　
～
４
月
10
日（
金
）

▼
試
験
日　
　
４
月
18
日（
土
）

　
　
　
　
　
～
４
月
22
日（
水
）

　
　
　
　
い
ず
れ
か
指
定
の
１
日

▼
問
い
合
わ
せ
先　
自
衛
隊
宮
城

地
方
協
力
本
部
石
巻
地
域
事
務
所

☎
0
2
2
5
ー
83
ー
6
7
8
9

に
っ
ぽ
ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅

２
０
２
０
春
の
旅

お
手
紙
を
募
集

　
こ
こ
ろ
の
風
景
を
訪
ね
ま
す
。

何
気
な
い
風
景
や
思
い
出
の
場
所
、

忘
れ
ら
れ
な
い
風
景
な
ど
、
皆
様

の
心
に
あ
る
忘
れ
ら
れ
な
い
身
近

な
風
景
や
景
色
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

添
え
て
ぜ
ひ
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

寄
せ
ら
れ
た
お
便
り
を
も
と
に
、

旅
人
・
火
野
正
平
さ
ん
が
日
本
縦

断
こ
こ
ろ
の
風
景
を
訪
ね
ま
す
。

▼
応
募
締
切　
４
月
13
日（
月
）必

着▼
応
募
先

〒
1
5
0
ー
8
0
0
1
「
こ
こ
ろ

旅
」
係
へ
送
付（
住
所
不
要
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ン

テ
ン
ツ
開
発
セ
ン
タ
ー
「
に
っ
ぽ

ん
縦
断
こ
こ
ろ
旅
」
事
務
局

Ｆ
Ａ
Ｘ
03
ー
3
4
6
5
ー
1
3
2
7

新
入
社
員
研
修
の
受
講

者
を
募
集

　
も
の
づ
く
り
分
野
に
関
連
す
る

新
入
社
員
を
対
象
に
、
社
会
人
へ

の
切
り
替
え
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る

た
め
の
８
つ
の
意
識
に
基
づ
い
て

仕
事
の
基
本
や
報
連
相
な
ど
を
研

修
し
ま
す
。

▼
日
時  

４
月
７
日（
火
）８
日（
水
）

　
　
２
日
間　
両
日
９
時
～
17
時

▼
場
所　
大
崎
地
域
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー

▼
対
象　
新
入
社
員

▼
料
金  

７
千
円（
テ
キ
ス
ト
代
込
）

▼
定
員　
20
人

▼
申
込
期
限　
３
月
24
日（
火
）申

込
方
法
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

大
崎
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー　

☎
22
ー
1
5
0
9

介
護
職
員
初
任
者
の
研

修
を
実
施
し
ま
す

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
や
寡
婦
が
、

就
労
に
必
要
な
知
識
技
能
の
資
格

を
取
得
す
る
講
習
会
で
す
。

▼
実
施
期
間　
４
月
５
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
９
月
20
日（
日
）

各
日
曜
日
23
回（
実
習
２
回
含
）

各
回
９
時
～
17
時
10
分

▼
申
込
期
間　
３
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
３
月
20
日（
金
）

▼
場
所　
宮
城
県
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー（
仙
台
市
宮
城
野
区

安
養
寺
三
丁
目
７-

３
）

▼
対
象　
宮
城
県
在
住
の
ひ
と
り

親
家
庭
の
親
ま
た
は
寡
婦
で
、
全

日
程
受
講
で
き
る
人

▼
受
講
料　
無
料（
教
材
費
・
検

定
料
と
し
て
別
途
９
千
円
）

▼
申
込
方
法　
左
記
に
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　
10
人（
３
歳
以
上
小
学

３
年
生
ま
で
の
無
料
託
児
あ
り
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
（
公
財
）宮
城

県
母
子
福
祉
連
合
会

☎
0
2
2
ー
2
5
6
ー
6
5
1
2

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
ワ
ー

ド
２
０
１
３
日
曜
コ
ー

ス
を
実
施
し
ま
す

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
や
寡
婦
が
、

就
労
に
必
要
な
知
識
技
能
の
資
格

を
取
得
す
る
講
習
会
で
す
。

▼
実
施
期
間　
４
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
７
月
19
日（
日
）

　
　
　
　
　
各
日
曜
日
14
回
各
回

　
　
　
　
　
９
時
～
17
時

▼
申
込
期
間　
３
月
11
日（
水
）

　
　
　
　
　
～
３
月
25
日（
水
）

▼
場
所　
宮
城
県
母
子
・
父
子
福

祉
セ
ン
タ
ー（
仙
台
市
宮
城
野
区

安
養
寺
三
丁
目
７-

３
）

▼
対
象　
宮
城
県
在
住
の
ひ
と
り

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

▼
受
付
期
間　
３
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
５
月
15
日（
金
）

▼
試
験
日

一
次
試
験
５
月
23
日（
土
）

《
幹
部
候
補
生（
一
般
・
歯
科
・

薬
剤
科
）》

▼
応
募
資
格

▽
一
般
・
大
卒
程
度　
22
歳
以
上

26
歳
未
満（
20
歳
以
上
22
歳
未
満

の
者
は
大
卒（
見
込
含
）、
修
士
課

程
修
了
者
な
ど（
見
込
含
）は
28
歳

未
満
）

▽
一
般
・
院
卒
程
度　
20
歳
以
上

28
歳
未
満
で
修
士
課
程
修
了
者
な

ど（
見
込
含
）

▽
歯
科
・
薬
剤
科　
専
門
の
大
卒

（
見
込
含
）で
20
歳
以
上
30
歳
未
満

（
薬
剤
科
は
28
歳
未
満
）

▼
受
付
期
間　
３
月
１
日（
日
）

　
　
　
　
　
～
５
月
１
日（
金
）

▼
試
験
日　
５
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
10
日（
日
）

歯
科
・
薬
剤
科
は
５
月
９
日（
土
）

《
医
科
・
歯
科
幹
部
》

▼
応
募
資
格　
医
師
・
歯
科
医
師

の
免
許
取
得
者

▼
受
付
期
間　
２
月
１
日（
土
）

　
　
　
　
　
～
４
月
17
日（
金
）

▼
試
験
日　
　
５
月
８
日（
金
）

《
予
備
自
衛
官
補（
一
般
・
技
能
）》

▼
応
募
資
格　

▽
一
般　
18
歳
以
上
34
歳
未
満
▽

涌
谷
公
民
館
な
ど
の

会
計
年
度
任
用
職
員
を

募
集

▼
管
理
施
設　
①
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
②
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
③

涌
谷
公
民
館
④
箟
岳
公
民
館

▼
業
務
内
容　
管
理
事
務
お
よ
び

清
掃（
使
用
申
請
受
付
、
料
金
徴

収
、
使
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
調
整
、

一
般
清
掃
、
施
設
管
理
）

▼
募
集
人
数　
各
３
人

▼
勤
務
期
間　
令
和
２
年
４
月
１

日
～
令
和
３
年
３
月
31
日

▼
勤
務
体
系　
シ
フ
ト
制

①
②
④
９
時
～
17
時
・
17
時
～
21

時
③
平
日
17
時
～
21
時
・
土
日
祝

日
９
時
～
17
時
・
17
時
～
21
時

▼
応
募
方
法　
生
涯
学
習
課
ま
で

涌
谷
町
指
定
の
履
歴
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。
履
歴
書
は
、
涌
谷

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
募
集
締
切　
３
月
11
日（
水
）

▼
問
い
合
わ
せ
先　
生
涯
学
習
課

☎
43
ー
3
0
0
1

自
衛
官
を
募
集

《
自
衛
官
候
補
生
》

▼
応
募
資
格　
18
歳
以
上
33
歳
未
満

▼
受
付
期
間　
年
間
を
通
じ
て
受

付《
一
般
曹
候
補
生
》
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